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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年3月27日(2008.3.27)

【公表番号】特表2007-520494(P2007-520494A)
【公表日】平成19年7月26日(2007.7.26)
【年通号数】公開・登録公報2007-028
【出願番号】特願2006-551599(P2006-551599)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  21/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｄ
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｎ
   Ａ６１Ｐ   7/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   7/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １０５　
   Ａ６１Ｐ  21/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   7/02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年2月1日(2008.2.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
被験体における一酸化窒素（ＮＯ）ホメオスタシスを回復するための組成物であって、該
組成物は、ａ）１種以上の補体成分に結合する分子、ｂ）１種以上の補体成分の生成をブ
ロックする分子、およびｃ）１種以上の補体成分の活性をブロックする分子、からなる群
より選択される分子を含む、組成物。
【請求項２】
前記分子が、ａ）抗体、ｂ）可溶性補体抑制性化合物、ｃ）タンパク質、ｄ）タンパク質
フラグメント、ｅ）ペプチド、ｆ）低分子、ｇ）ＲＮＡアプタマー、ｈ）Ｌ－ＲＮＡアプ
タマー、ｉ）スピーゲルマー、ｊ）アンチセンス化合物、ｋ）セリンプロテアーゼインヒ
ビター、ｌ）二本鎖ＲＮＡ、ｍ）低分子干渉ＲＮＡ、ｎ）ロックされた核酸インヒビター
、およびｏ）ペプチド核酸インヒビターからなる群より選択される、請求項１に記載の組
成物。
【請求項３】
前記分子が、抗Ｃ５抗体である、請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
前記抗Ｃ５抗体が、ａ）ｈ５Ｇ１．１－ｍＡｂ、ｂ）ｈ５Ｇ１．１－ｓｃＦｖ、およびｃ
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）ｈ５Ｇ１．１の機能的フラグメントからなる群より選択される、請求項３に記載の組成
物。
【請求項５】
前記分子が、ａ）ＣＲ１、ｂ）ＬＥＸ－ＣＲ１、ｃ）ＭＣＰ、ｄ）ＤＡＦ、ｅ）ＣＤ５９
、ｆ）Ｈ因子、ｇ）コブラ毒因子、ｈ）ＦＵＴ－１７５、ｉ）コンプレスタチン、および
ｊ）Ｋ７６　ＣＯＯＨからなる群より選択される、請求項２に記載の組成物。
【請求項６】
以下：ａ）前記被験体の総赤血球含量のうちのＩＩＩ型赤血球の割合が１０％より高い、
ｂ）該被験体の総赤血球含量のうちのＩＩＩ型赤血球の割合が２５％より高い、ｃ）該被
験体の総赤血球含量のうちのＩＩＩ型赤血球の割合が５０％より高い、ｄ）該被験体の血
小板数が１マイクロリットルあたり４０，０００個より多い、ｅ）該被験体の血小板数が
１マイクロリットルあたり７５，０００個より多い、ｆ）該被験体の血小板数が１マイク
ロリットルあたり１５０，０００個より多い、ｇ）該被験体の網状赤血球数が１リットル
あたり８０×１０９個より多い、ｈ）該被験体の網状赤血球数が１リットルあたり１２０
×１０９個より多い、ｉ）該被験体の網状赤血球数が１リットルあたり１５０×１０９個
より多い、ｊ）該被験体が４０％より高いＰＮＨ　ＩＩＩ型顆粒球クローンを有する、ま
たはｋ）該被験体がヒトにおける正常ＬＤＨレベルの上限の１．５倍以上のＬＤＨレベル
を有する、
の１つ以上を生じる、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
被験体における血色素尿症を低減するための組成物であって、該組成物は、エリスロポエ
チン（ＥＰＯ）および分子を含み、該分子は、ａ）１種以上の補体成分に結合する分子、
ｂ）１種以上の補体成分の生成をブロックする分子、およびｃ）１種以上の補体成分の活
性をブロックする分子、からなる群より選択される分子を含む、組成物。
【請求項８】
前記分子が、ａ）抗体、ｂ）可溶性補体抑制性化合物、ｃ）タンパク質、ｄ）タンパク質
フラグメント、ｅ）ペプチド、ｆ）低分子、ｇ）ＲＮＡアプタマー、ｈ）Ｌ－ＲＮＡアプ
タマー、ｉ）スピーゲルマー、ｊ）アンチセンス化合物、ｋ）セリンプロテアーゼインヒ
ビター、ｌ）二本鎖ＲＮＡ、ｍ）低分子干渉ＲＮＡ、ｎ）ロックされた核酸インヒビター
、およびｏ）ペプチド核酸インヒビターからなる群より選択される、請求項７に記載の組
成物。
【請求項９】
前記分子が、抗Ｃ５抗体である、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
前記抗Ｃ５抗体が、ａ）ｈ５Ｇ１．１－ｍＡｂ、ｂ）ｈ５Ｇ１．１－ｓｃＦｖ、およびｃ
）ｈ５Ｇ１．１の機能的フラグメントからなる群より選択される、請求項９に記載の組成
物。
【請求項１１】
前記分子が、ａ）ＣＲ１、ｂ）ＬＥＸ－ＣＲ１、ｃ）ＭＣＰ、ｄ）ＤＡＦ、ｅ）ＣＤ５９
、ｆ）Ｈ因子、ｇ）コブラ毒因子、ｈ）ＦＵＴ－１７５、ｉ）コンプレスタチン、および
ｊ）Ｋ７６　ＣＯＯＨからなる群より選択される、請求項８に記載の組成物。
【請求項１２】
以下：ａ）前記被験体の総赤血球含量のうちのＩＩＩ型赤血球の割合が１０％より高い、
ｂ）該被験体の総赤血球含量のうちのＩＩＩ型赤血球の割合が２５％より高い、ｃ）該被
験体の総赤血球含量のうちのＩＩＩ型赤血球の割合が５０％より高い、ｄ）該被験体の血
小板数が１マイクロリットルあたり４０，０００個より多い、ｅ）該被験体の血小板数が
１マイクロリットルあたり７５，０００個より多い、ｆ）該被験体の血小板数が１マイク
ロリットルあたり１５０，０００個より多い、ｇ）該被験体の網状赤血球数が１リットル
あたり８０×１０９個より多い、ｈ）該被験体の網状赤血球数が１リットルあたり１２０
×１０９個より多い、ｉ）該被験体の網状赤血球数が１リットルあたり１５０×１０９個
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より多い、ｊ）該被験体が４０％より高いＰＮＨ　ＩＩＩ型顆粒球クローンを有する、ま
たはｋ）該被験体がヒトにおける正常ＬＤＨレベルの上限の１．５倍以上のＬＤＨレベル
を有する、
の１つ以上を生じる、請求項７に記載の組成物。
【請求項１３】
被験体における嚥下困難を低減するための組成物であって、該組成物は、ａ）１種以上の
補体成分に結合する分子、ｂ）１種以上の補体成分の生成をブロックする分子、およびｃ
）１種以上の補体成分の活性をブロックする分子、からなる群より選択される分子を含む
、組成物。
【請求項１４】
前記分子が、ａ）抗体、ｂ）可溶性補体抑制性化合物、ｃ）タンパク質、ｄ）タンパク質
フラグメント、ｅ）ペプチド、ｆ）低分子、ｇ）ＲＮＡアプタマー、ｈ）Ｌ－ＲＮＡアプ
タマー、ｉ）スピーゲルマー、ｊ）アンチセンス化合物、ｋ）セリンプロテアーゼインヒ
ビター、ｌ）二本鎖ＲＮＡ、ｍ）低分子干渉ＲＮＡ、ｎ）ロックされた核酸インヒビター
、およびｏ）ペプチド核酸インヒビターからなる群より選択される、請求項１３に記載の
組成物。
【請求項１５】
前記分子が、抗Ｃ５抗体である、請求項１４に記載の組成物。
【請求項１６】
前記抗Ｃ５抗体が、ａ）ｈ５Ｇ１．１－ｍＡｂ、ｂ）ｈ５Ｇ１．１－ｓｃＦｖ、およびｃ
）ｈ５Ｇ１．１の機能的フラグメントからなる群より選択される、請求項１５に記載の組
成物。
【請求項１７】
前記分子が、ａ）ＣＲ１、ｂ）ＬＥＸ－ＣＲ１、ｃ）ＭＣＰ、ｄ）ＤＡＦ、ｅ）ＣＤ５９
、ｆ）Ｈ因子、ｇ）コブラ毒因子、ｈ）ＦＵＴ－１７５、ｉ）コンプレスタチン、および
ｊ）Ｋ７６　ＣＯＯＨからなる群より選択される、請求項１４に記載の組成物。
【請求項１８】
以下：ａ）前記被験体の総赤血球含量のうちのＩＩＩ型赤血球の割合が１０％より高い、
ｂ）該被験体の総赤血球含量のうちのＩＩＩ型赤血球の割合が２５％より高い、ｃ）該被
験体の総赤血球含量のうちのＩＩＩ型赤血球の割合が５０％より高い、ｄ）該被験体の血
小板数が１マイクロリットルあたり４０，０００個より多い、ｅ）該被験体の血小板数が
１マイクロリットルあたり７５，０００個より多い、ｆ）該被験体の血小板数が１マイク
ロリットルあたり１５０，０００個より多い、ｇ）該被験体の網状赤血球数が１リットル
あたり８０×１０９個より多い、ｈ）該被験体の網状赤血球数が１リットルあたり１２０
×１０９個より多い、ｉ）該被験体の網状赤血球数が１リットルあたり１５０×１０９個
より多い、ｊ）該被験体が４０％より高いＰＮＨ　ＩＩＩ型顆粒球クローンを有する、ま
たはｋ）該被験体がヒトにおける正常ＬＤＨレベルの上限の１．５倍以上のＬＤＨレベル
を有する、
の１つ以上を生じる、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１９】
被験体における勃起機能不全を低減するための組成物であって、該組成物は、ａ）１種以
上の補体成分に結合する分子、ｂ）１種以上の補体成分の生成をブロックする分子、およ
びｃ）１種以上の補体成分の活性をブロックする分子、からなる群より選択される分子を
含む、組成物。
【請求項２０】
前記分子が、ａ）抗体、ｂ）可溶性補体抑制性化合物、ｃ）タンパク質、ｄ）タンパク質
フラグメント、ｅ）ペプチド、ｆ）低分子、ｇ）ＲＮＡアプタマー、ｈ）Ｌ－ＲＮＡアプ
タマー、ｉ）スピーゲルマー、ｊ）アンチセンス化合物、ｋ）セリンプロテアーゼインヒ
ビター、ｌ）二本鎖ＲＮＡ、ｍ）低分子干渉ＲＮＡ、ｎ）ロックされた核酸インヒビター
、およびｏ）ペプチド核酸インヒビターからなる群より選択される、請求項１９に記載の
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組成物。
【請求項２１】
前記分子が、抗Ｃ５抗体である、請求項２０に記載の組成物。
【請求項２２】
前記抗Ｃ５抗体が、ａ）ｈ５Ｇ１．１－ｍＡｂ、ｂ）ｈ５Ｇ１．１－ｓｃＦｖ、およびｃ
）ｈ５Ｇ１．１の機能的フラグメントからなる群より選択される、請求項２１に記載の組
成物。
【請求項２３】
前記分子が、ａ）ＣＲ１、ｂ）ＬＥＸ－ＣＲ１、ｃ）ＭＣＰ、ｄ）ＤＡＦ、ｅ）ＣＤ５９
、ｆ）Ｈ因子、ｇ）コブラ毒因子、ｈ）ＦＵＴ－１７５、ｉ）コンプレスタチン、および
ｊ）Ｋ７６　ＣＯＯＨからなる群より選択される、請求項２０に記載の組成物。
【請求項２４】
以下：ａ）前記被験体の総赤血球含量のうちのＩＩＩ型赤血球の割合が１０％より高い、
ｂ）該被験体の総赤血球含量のうちのＩＩＩ型赤血球の割合が２５％より高い、ｃ）該被
験体の総赤血球含量のうちのＩＩＩ型赤血球の割合が５０％より高い、ｄ）該被験体の血
小板数が１マイクロリットルあたり４０，０００個より多い、ｅ）該被験体の血小板数が
１マイクロリットルあたり７５，０００個より多い、ｆ）該被験体の血小板数が１マイク
ロリットルあたり１５０，０００個より多い、ｇ）該被験体の網状赤血球数が１リットル
あたり８０×１０９個より多い、ｈ）該被験体の網状赤血球数が１リットルあたり１２０
×１０９個より多い、ｉ）該被験体の網状赤血球数が１リットルあたり１５０×１０９個
より多い、ｊ）該被験体が４０％より高いＰＮＨ　ＩＩＩ型顆粒球クローンを有する、ま
たはｋ）該被験体がヒトにおける正常ＬＤＨレベルの上限の１．５倍以上のＬＤＨレベル
を有する、
の１つ以上を生じる、請求項１９に記載の組成物。
【請求項２５】
被験体における血栓症を低減するための組成物であって、該組成物は、ａ）１種以上の補
体成分に結合する分子、ｂ）１種以上の補体成分の生成をブロックする分子、およびｃ）
１種以上の補体成分の活性をブロックする分子、からなる群より選択される分子を含む、
組成物。
【請求項２６】
前記分子が、ａ）抗体、ｂ）可溶性補体抑制性化合物、ｃ）タンパク質、ｄ）タンパク質
フラグメント、ｅ）ペプチド、ｆ）低分子、ｇ）ＲＮＡアプタマー、ｈ）Ｌ－ＲＮＡアプ
タマー、ｉ）スピーゲルマー、ｊ）アンチセンス化合物、ｋ）セリンプロテアーゼインヒ
ビター、ｌ）二本鎖ＲＮＡ、ｍ）低分子干渉ＲＮＡ、ｎ）ロックされた核酸インヒビター
、およびｏ）ペプチド核酸インヒビターからなる群より選択される、請求項２５に記載の
組成物。
【請求項２７】
前記分子が、抗Ｃ５抗体である、請求項２６に記載の組成物。
【請求項２８】
前記抗Ｃ５抗体が、ａ）ｈ５Ｇ１．１－ｍＡｂ、ｂ）ｈ５Ｇ１．１－ｓｃＦｖ、およびｃ
）ｈ５Ｇ１．１の機能的フラグメントからなる群より選択される、請求項２７に記載の組
成物。
【請求項２９】
前記分子が、ａ）ＣＲ１、ｂ）ＬＥＸ－ＣＲ１、ｃ）ＭＣＰ、ｄ）ＤＡＦ、ｅ）ＣＤ５９
、ｆ）Ｈ因子、ｇ）コブラ毒因子、ｈ）ＦＵＴ－１７５、ｉ）コンプレスタチン、および
ｊ）Ｋ７６　ＣＯＯＨからなる群より選択される、請求項２６に記載の組成物。
【請求項３０】
以下：ａ）前記被験体の総赤血球含量のうちのＩＩＩ型赤血球の割合が１０％より高い、
ｂ）該被験体の総赤血球含量のうちのＩＩＩ型赤血球の割合が２５％より高い、ｃ）該被
験体の総赤血球含量のうちのＩＩＩ型赤血球の割合が５０％より高い、ｄ）該被験体の血
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小板数が１マイクロリットルあたり４０，０００個より多い、ｅ）該被験体の血小板数が
１マイクロリットルあたり７５，０００個より多い、ｆ）該被験体の血小板数が１マイク
ロリットルあたり１５０，０００個より多い、ｇ）該被験体の網状赤血球数が１リットル
あたり８０×１０９個より多い、ｈ）該被験体の網状赤血球数が１リットルあたり１２０
×１０９個より多い、ｉ）該被験体の網状赤血球数が１リットルあたり１５０×１０９個
より多い、ｊ）該被験体が４０％より高いＰＮＨ　ＩＩＩ型顆粒球クローンを有する、ま
たはｋ）該被験体がヒトにおける正常ＬＤＨレベルの上限の１．５倍以上のＬＤＨレベル
を有する、
の１つ以上を生じる、請求項２５に記載の組成物。
【請求項３１】
被験体の総赤血球含量のうちのＩＩＩ型赤血球の割合を増加させるための組成物であって
、該組成物は、エリスロポエチン（ＥＰＯ）および分子を含み、該分子は、ａ）１種以上
の補体成分に結合する分子、ｂ）１種以上の補体成分の生成をブロックする分子、および
ｃ）１種以上の補体成分の活性をブロックする分子、からなる群より選択される分子を含
む、組成物。
【請求項３２】
前記分子が、ａ）抗体、ｂ）可溶性補体抑制性化合物、ｃ）タンパク質、ｄ）タンパク質
フラグメント、ｅ）ペプチド、ｆ）低分子、ｇ）ＲＮＡアプタマー、ｈ）Ｌ－ＲＮＡアプ
タマー、ｉ）スピーゲルマー、ｊ）アンチセンス化合物、ｋ）セリンプロテアーゼインヒ
ビター、ｌ）二本鎖ＲＮＡ、ｍ）低分子干渉ＲＮＡ、ｎ）ロックされた核酸インヒビター
、およびｏ）ペプチド核酸インヒビターからなる群より選択される、請求項３１に記載の
組成物。
【請求項３３】
前記分子が、抗Ｃ５抗体である、請求項３２に記載の組成物。
【請求項３４】
前記抗Ｃ５抗体が、ａ）ｈ５Ｇ１．１－ｍＡｂ、ｂ）ｈ５Ｇ１．１－ｓｃＦｖ、およびｃ
）ｈ５Ｇ１．１の機能的フラグメントからなる群より選択される、請求項３３に記載の組
成物。
【請求項３５】
前記分子が、ａ）ＣＲ１、ｂ）ＬＥＸ－ＣＲ１、ｃ）ＭＣＰ、ｄ）ＤＡＦ、ｅ）ＣＤ５９
、ｆ）Ｈ因子、ｇ）コブラ毒因子、ｈ）ＦＵＴ－１７５、ｉ）コンプレスタチン、および
ｊ）Ｋ７６　ＣＯＯＨからなる群より選択される、請求項３２に記載の組成物。
【請求項３６】
以下：ａ）前記被験体の総赤血球含量のうちのＩＩＩ型赤血球の割合が１０％より高い、
ｂ）該被験体の総赤血球含量のうちのＩＩＩ型赤血球の割合が２５％より高い、ｃ）該被
験体の総赤血球含量のうちのＩＩＩ型赤血球の割合が５０％より高い、ｄ）該被験体の血
小板数が１マイクロリットルあたり４０，０００個より多い、ｅ）該被験体の血小板数が
１マイクロリットルあたり７５，０００個より多い、ｆ）該被験体の血小板数が１マイク
ロリットルあたり１５０，０００個より多い、ｇ）該被験体の網状赤血球数が１リットル
あたり８０×１０９個より多い、ｈ）該被験体の網状赤血球数が１リットルあたり１２０
×１０９個より多い、ｉ）該被験体の網状赤血球数が１リットルあたり１５０×１０９個
より多い、ｊ）該被験体が４０％より高いＰＮＨ　ＩＩＩ型顆粒球クローンを有する、ま
たはｋ）該被験体がヒトにおける正常ＬＤＨレベルの上限の１．５倍以上のＬＤＨレベル
を有する、
の１つ以上を生じる、請求項３１に記載の組成物。
【請求項３７】
被験体における溶血を低減するための組成物であって、該組成物は、エリスロポエチン（
ＥＰＯ）および分子を含み、該分子は、ａ）１種以上の補体成分に結合する分子、ｂ）１
種以上の補体成分の生成をブロックする分子、およびｃ）１種以上の補体成分の活性をブ
ロックする分子、からなる群より選択される分子を含む、組成物。
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【請求項３８】
前記分子が、ａ）抗体、ｂ）可溶性補体抑制性化合物、ｃ）タンパク質、ｄ）タンパク質
フラグメント、ｅ）ペプチド、ｆ）低分子、ｇ）ＲＮＡアプタマー、ｈ）Ｌ－ＲＮＡアプ
タマー、ｉ）スピーゲルマー、ｊ）アンチセンス化合物、ｋ）セリンプロテアーゼインヒ
ビター、ｌ）二本鎖ＲＮＡ、ｍ）低分子干渉ＲＮＡ、ｎ）ロックされた核酸インヒビター
、およびｏ）ペプチド核酸インヒビターからなる群より選択される、請求項３７に記載の
組成物。
【請求項３９】
前記分子が、抗Ｃ５抗体である、請求項３８に記載の組成物。
【請求項４０】
前記抗Ｃ５抗体が、ａ）ｈ５Ｇ１．１－ｍＡｂ、ｂ）ｈ５Ｇ１．１－ｓｃＦｖ、およびｃ
）ｈ５Ｇ１．１の機能的フラグメントからなる群より選択される、請求項３９に記載の組
成物。
【請求項４１】
前記分子が、ａ）ＣＲ１、ｂ）ＬＥＸ－ＣＲ１、ｃ）ＭＣＰ、ｄ）ＤＡＦ、ｅ）ＣＤ５９
、ｆ）Ｈ因子、ｇ）コブラ毒因子、ｈ）ＦＵＴ－１７５、ｉ）コンプレスタチン、および
ｊ）Ｋ７６　ＣＯＯＨからなる群より選択される、請求項３８に記載の組成物。
【請求項４２】
以下：ａ）前記被験体の総赤血球含量のうちのＩＩＩ型赤血球の割合が１０％より高い、
ｂ）該被験体の総赤血球含量のうちのＩＩＩ型赤血球の割合が２５％より高い、ｃ）該被
験体の総赤血球含量のうちのＩＩＩ型赤血球の割合が５０％より高い、ｄ）該被験体の血
小板数が１マイクロリットルあたり４０，０００個より多い、ｅ）該被験体の血小板数が
１マイクロリットルあたり７５，０００個より多い、ｆ）該被験体の血小板数が１マイク
ロリットルあたり１５０，０００個より多い、ｇ）該被験体の網状赤血球数が１リットル
あたり８０×１０９個より多い、ｈ）該被験体の網状赤血球数が１リットルあたり１２０
×１０９個より多い、ｉ）該被験体の網状赤血球数が１リットルあたり１５０×１０９個
より多い、ｊ）該被験体が４０％より高いＰＮＨ　ＩＩＩ型顆粒球クローンを有する、ま
たはｋ）該被験体がヒトにおける正常ＬＤＨレベルの上限の１．５倍以上のＬＤＨレベル
を有する、
の１つ以上を生じる、請求項３７に記載の組成物。
【請求項４３】
以下：ａ）前記被験体の血流中の乳酸デヒドロゲナーゼ（ＬＤＨ）レベルにおける５０％
を超える低下からも明らかなように、溶血が低減される、ｂ）該被験体の血流中の乳酸デ
ヒドロゲナーゼ（ＬＤＨ）レベルにおける正常値の上限の２０％以内の低下からも明らか
なように、溶血が低減される、ｃ）血清補体溶血活性が、血清溶血アッセイからも明らか
なように、少なくとも８０％低下される、請求項３７に記載の組成物。
請求項３７に記載の組成物。
【請求項４４】
被験体における一酸化窒素（ＮＯ）欠乏症を処置するための組成物であって、該組成物は
、ａ）１種以上の補体成分に結合する分子、ｂ）１種以上の補体成分の生成をブロックす
る分子、およびｃ）１種以上の補体成分の活性をブロックする分子、からなる群より選択
される分子を含む、組成物。
【請求項４５】
前記分子が、ａ）抗体、ｂ）可溶性補体抑制性化合物、ｃ）タンパク質、ｄ）タンパク質
フラグメント、ｅ）ペプチド、ｆ）低分子、ｇ）ＲＮＡアプタマー、ｈ）Ｌ－ＲＮＡアプ
タマー、ｉ）スピーゲルマー、ｊ）アンチセンス化合物、ｋ）セリンプロテアーゼインヒ
ビター、ｌ）二本鎖ＲＮＡ、ｍ）低分子干渉ＲＮＡ、ｎ）ロックされた核酸インヒビター
、およびｏ）ペプチド核酸インヒビターからなる群より選択される、請求項４４に記載の
組成物。
【請求項４６】
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前記分子が、抗Ｃ５抗体である、請求項４５に記載の組成物。
【請求項４７】
前記抗Ｃ５抗体が、ａ）ｈ５Ｇ１．１－ｍＡｂ、ｂ）ｈ５Ｇ１．１－ｓｃＦｖ、およびｃ
）ｈ５Ｇ１．１の機能的フラグメントからなる群より選択される、請求項４６に記載の組
成物。
【請求項４８】
前記分子が、ａ）ＣＲ１、ｂ）ＬＥＸ－ＣＲ１、ｃ）ＭＣＰ、ｄ）ＤＡＦ、ｅ）ＣＤ５９
、ｆ）Ｈ因子、ｇ）コブラ毒因子、ｈ）ＦＵＴ－１７５、ｉ）コンプレスタチン、および
ｊ）Ｋ７６　ＣＯＯＨからなる群より選択される、請求項４５に記載の組成物。
【請求項４９】
以下：ａ）前記被験体の総赤血球含量のうちのＩＩＩ型赤血球の割合が１０％より高い、
ｂ）該被験体の総赤血球含量のうちのＩＩＩ型赤血球の割合が２５％より高い、ｃ）該被
験体の総赤血球含量のうちのＩＩＩ型赤血球の割合が５０％より高い、ｄ）該被験体の血
小板数が１マイクロリットルあたり４０，０００個より多い、ｅ）該被験体の血小板数が
１マイクロリットルあたり７５，０００個より多い、ｆ）該被験体の血小板数が１マイク
ロリットルあたり１５０，０００個より多い、ｇ）該被験体の網状赤血球数が１リットル
あたり８０×１０９個より多い、ｈ）該被験体の網状赤血球数が１リットルあたり１２０
×１０９個より多い、ｉ）該被験体の網状赤血球数が１リットルあたり１５０×１０９個
より多い、ｊ）該被験体が４０％より高いＰＮＨ　ＩＩＩ型顆粒球クローンを有する、ま
たはｋ）該被験体がヒトにおける正常ＬＤＨレベルの上限の１．５倍以上のＬＤＨレベル
を有する、
の１つ以上を生じる、請求項４４に記載の組成物。
【請求項５０】
溶血性疾患を患う被験体を処置るための組成物であって、該組成物は、以下：
　ｉ）ａ）１種以上の補体成分に結合する分子、ｂ）１種以上の補体成分の生成をブロッ
クする分子、およびｃ）１種以上の補体成分の活性をブロックする分子からなる群より選
択される１つ以上の分子、ならびに
　ｉｉ）造血を増大させる１つ以上の化合物
を含む、組成物。
【請求項５１】
前記造血を増大させる１種以上の化合物が、ａ）ステロイド、ｂ）免疫抑制薬、ｃ）抗凝
固薬、ｄ）葉酸、ｅ）鉄、ｆ）エリスロポエチン（ＥＰＯ）、ｇ）抗胸腺細胞グロブリン
（ＡＴＧ）、およびｈ）抗リンパ球グロブリン（ＡＬＧ）からなる群より選択される、請
求項５０に記載の組成物。
【請求項５２】
前記分子が、ａ）抗体、ｂ）可溶性補体抑制性化合物、ｃ）タンパク質、ｄ）タンパク質
フラグメント、ｅ）ペプチド、ｆ）低分子、ｇ）ＲＮＡアプタマー、ｈ）Ｌ－ＲＮＡアプ
タマー、ｉ）スピーゲルマー、ｊ）アンチセンス化合物、ｋ）セリンプロテアーゼインヒ
ビター、ｌ）二本鎖ＲＮＡ、ｍ）低分子干渉ＲＮＡ、ｎ）ロックされた核酸インヒビター
、およびｏ）ペプチド核酸インヒビターからなる群より選択される、請求項５０に記載の
組成物。
【請求項５３】
前記分子が、抗Ｃ５抗体である、請求項５２に記載の組成物。
【請求項５４】
前記抗Ｃ５抗体が、ａ）ｈ５Ｇ１．１－ｍＡｂ、ｂ）ｈ５Ｇ１．１－ｓｃＦｖ、およびｃ
）ｈ５Ｇ１．１の機能的フラグメントからなる群より選択される、請求項５３に記載の組
成物。
【請求項５５】
前記分子が、ａ）ＣＲ１、ｂ）ＬＥＸ－ＣＲ１、ｃ）ＭＣＰ、ｄ）ＤＡＦ、ｅ）ＣＤ５９
、ｆ）Ｈ因子、ｇ）コブラ毒因子、ｈ）ＦＵＴ－１７５、ｉ）コンプレスタチン、および
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ｊ）Ｋ７６　ＣＯＯＨからなる群より選択される、請求項５２に記載の組成物。
【請求項５６】
前記造血を増大させる１つ以上の化合物が、ＥＰＯである、請求項５１に記載の組成物。
【請求項５７】
以下：ａ）前記被験体の総赤血球含量のうちのＩＩＩ型赤血球の割合が１０％より高い、
ｂ）該被験体の総赤血球含量のうちのＩＩＩ型赤血球の割合が２５％より高い、ｃ）該被
験体の総赤血球含量のうちのＩＩＩ型赤血球の割合が５０％より高い、ｄ）該被験体の血
小板数が１マイクロリットルあたり４０，０００個より多い、ｅ）該被験体の血小板数が
１マイクロリットルあたり７５，０００個より多い、ｆ）該被験体の血小板数が１マイク
ロリットルあたり１５０，０００個より多い、ｇ）該被験体の網状赤血球数が１リットル
あたり８０×１０９個より多い、ｈ）該被験体の網状赤血球数が１リットルあたり１２０
×１０９個より多い、ｉ）該被験体の網状赤血球数が１リットルあたり１５０×１０９個
より多い、ｊ）該被験体が４０％より高いＰＮＨ　ＩＩＩ型顆粒球クローンを有する、ま
たはｋ）該被験体がヒトにおける正常ＬＤＨレベルの上限の１．５倍以上のＬＤＨレベル
を有する、
の１つ以上を生じる、請求項５０に記載の組成物。
【請求項５８】
被験体における腹痛を低減するための組成物であって、該組成物は、ａ）１種以上の補体
成分に結合する分子、ｂ）１種以上の補体成分の生成をブロックする分子、およびｃ）１
種以上の補体成分の活性をブロックする分子、からなる群より選択される分子を含む、組
成物。
【請求項５９】
前記分子が、ａ）抗体、ｂ）可溶性補体抑制性化合物、ｃ）タンパク質、ｄ）タンパク質
フラグメント、ｅ）ペプチド、ｆ）低分子、ｇ）ＲＮＡアプタマー、ｈ）Ｌ－ＲＮＡアプ
タマー、ｉ）スピーゲルマー、ｊ）アンチセンス化合物、ｋ）セリンプロテアーゼインヒ
ビター、ｌ）二本鎖ＲＮＡ、ｍ）低分子干渉ＲＮＡ、ｎ）ロックされた核酸インヒビター
、およびｏ）ペプチド核酸インヒビターからなる群より選択される、請求項５８に記載の
組成物。
【請求項６０】
前記分子が、抗Ｃ５抗体である、請求項５９に記載の組成物。
【請求項６１】
前記抗Ｃ５抗体が、ａ）ｈ５Ｇ１．１－ｍＡｂ、ｂ）ｈ５Ｇ１．１－ｓｃＦｖ、およびｃ
）ｈ５Ｇ１．１の機能的フラグメントからなる群より選択される、請求項６０に記載の組
成物。
【請求項６２】
前記分子が、ａ）ＣＲ１、ｂ）ＬＥＸ－ＣＲ１、ｃ）ＭＣＰ、ｄ）ＤＡＦ、ｅ）ＣＤ５９
、ｆ）Ｈ因子、ｇ）コブラ毒因子、ｈ）ＦＵＴ－１７５、ｉ）コンプレスタチン、および
ｊ）Ｋ７６　ＣＯＯＨからなる群より選択される、請求項５９に記載の組成物。
【請求項６３】
以下：ａ）前記被験体の総赤血球含量のうちのＩＩＩ型赤血球の割合が１０％より高い、
ｂ）該被験体の総赤血球含量のうちのＩＩＩ型赤血球の割合が２５％より高い、ｃ）該被
験体の総赤血球含量のうちのＩＩＩ型赤血球の割合が５０％より高い、ｄ）該被験体の血
小板数が１マイクロリットルあたり４０，０００個より多い、ｅ）該被験体の血小板数が
１マイクロリットルあたり７５，０００個より多い、ｆ）該被験体の血小板数が１マイク
ロリットルあたり１５０，０００個より多い、ｇ）該被験体の網状赤血球数が１リットル
あたり８０×１０９個より多い、ｈ）該被験体の網状赤血球数が１リットルあたり１２０
×１０９個より多い、ｉ）該被験体の網状赤血球数が１リットルあたり１５０×１０９個
より多い、ｊ）該被験体が４０％より高いＰＮＨ　ＩＩＩ型顆粒球クローンを有する、ま
たはｋ）該被験体がヒトにおける正常ＬＤＨレベルの上限の１．５倍以上のＬＤＨレベル
を有する、
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の１つ以上を生じる、請求項５８に記載の組成物。
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